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○ 平成 26 年度全国学力・学習状況調査 質問紙調査の経年変化および学力との関係 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 [学校の指導状況や児童・生徒の学習・生活習慣と学力との関係] 
 学力向上を図る５つの視点に関係する児童生徒質問紙、学校質問紙回答状況の経年変化を示すととも

に、５つの視点に関わる学校の指導状況と平均正答率との関係を見ると相関があることが分かる。 
 
（１）子どもが意見や考えを交流すること 
・調査対象学年の児童に対して、前年度までに、発言や活動の時間を確保して授業を進めましたか。 

学校質問紙 小学校【32】中学校【32】 
○質問紙の経年変化（小学校）         （中学校） 

 
○クロス（小学校）：全国（公立）        （中学校）：全国（公立） 

  
 

本県では、全国学力・学習状況調査を分析し、課題を明らかにして、次の５つの視点をもとに、

学力向上の取組を進めている。 
＜滋賀県の学力向上を図る５つの視点＞ 
 ① 子どもが意見や考えを交流すること ② 学びの姿勢や態度につながること 

③ 一人ひとりに応じたきめ細かな指導 ④ 主体的な学びとなる家庭学習を促すこと 
⑤ 教師間で課題を共有すること 
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（２）学びの姿勢や態度につながること 
・算数（数学）の問題について 
（小学校）言葉や数、式を使って、わけや求め方

などを書く問題について、どのように解答しまし

たか。           児童質問紙【72】 
○質問紙の経年変化（小学校） 

○クロス（小学校）：全国（公立） 

  
（３）一人ひとりに応じたきめ細かな指導 
・調査対象である児童（生徒）に対する国語の授業において，前年度までに発展的な指導をどの程度行

いましたか。                      学校質問紙 小学校【60】中学校【60】 
○質問紙の経年変化（小学校）          （中学校） 

○クロス（小学校）：全国（公立） 

（中学校）解答を言葉や数，式を使って説明す

る問題で最後まで解答を書こうと努力しまし

たか。          生徒質問紙【72】 

（中学校） 

（中学校）：全国（公立） 

（中学校）：全国（公立） 
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（４）主体的な学びとなる家庭学習を促すこと 
・学校の授業時間以外に、普段(月曜日から金曜日)、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。 

児童生徒質問紙 小学校【14】中学校【14】 
○質問紙の経年変化（小学校）          （中学校） 

○クロス（小学校）：全国（公立） 

 
（５）教師間で課題を共有すること 
・「学校全体の学力傾向や課題について，全教職員の間で共有している」について、どの程度当てはま

りますか。                       学校質問紙 小学校【99】中学校【97】 
○質問紙の経年変化（小学校）          （中学校） 

○クロス（小学校）：全国（公立）        （中学校）：全国（公立） 

 

（中学校）：全国（公立） 
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（６）学習・生活習慣 
・普段(月曜日から金曜日)、１日当たりどれくらいの時間、テレビやビデオ・ＤＶＤを見たり、聞いた

りしますか。                   児童生徒質問紙 小学校【11】中学校【11】 
○質問紙の経年変化（小学校）          （中学校） 

○クロス（小学校）：全国（公立） 

 
・普段(月曜日から金曜日)、１日当たりどれくらいの時間、携帯電話やスマートフォンで通話やメール、

インターネットをしますか。(ゲームをする時間は除く)  児童生徒質問紙 小学校【13】中学校【13】 
○質問紙の経年変化（小学校）          （中学校） 

○クロス（小学校）：全国（公立） 
（中学校）：全国（公立） 

（中学校）：全国（公立） 
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○ 学力向上を図る５つの視点からみた、各市町の改善状況 

（１）子どもが意見や考えを交流すること 
Ａ市町教育委員会（学校質問紙 小学校 61、児童生徒質問紙 小学校 9） 

 

クロス集計 「友達と話し合うとき，友達の話や意見を最後まで聞くことができますか」と各教科の平

均正答率のクロス：全国（公立） 

 
 
  

質問番号

（６１）

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

Ａ市町 33.3 66.7 0.0 0.0 0.0

滋賀県（公立） 17.5 67.7 14.0 0.9 0.0
全国（公立） 20.7 67.5 11.5 0.2 0.1

質問番号

（９）

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

Ａ市町 58.6 34.4 5.5 1.6 0.0 0.0

滋賀県（公立） 52.3 39.6 6.8 1.2 0.0 0.0
全国（公立） 54.3 37.4 7.0 1.2 0.1 0.0

質問事項

調査対象学年の児童に対する国語の指導として，前年度までに，目的や相手に応じて話したり聞いたりする授業を
行いましたか

質問事項

友達と話し合うとき，友達の話や意見を最後まで聞くことができますか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ａ市町

滋賀県（公立）

全国（公立）

1.よく行った 2．どちらかといえば，行った 3．あまり行っていない 4．全く行っていない その他，無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ａ市町

滋賀県（公立）

全国（公立）

1.当てはまる 2．どちらかといえば，当てはまる 3．あまり当てはまらない 4．当てはまらない その他 無回答

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ

平
均

正
答

率

当てはまる

どちらかといえば，当てはま

る

どちらかといえば，当てはま

らない

当てはまらない
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（２）学びの姿勢や態度につながること 
Ｂ市町（学校質問紙 中学校 35、23） 

 

クロス集計 「家で，学校の授業の予習をしていますか」と各教科の平均正答率のクロス：全国（公立） 

 
 
 
  

質問番号

（３５）

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

Ｂ市町 66.7 33.3 0.0 0.0 0.0

滋賀県（公立） 45.6 49.5 3.9 1.0 0.0
全国（公立） 61.1 35.5 3.2 0.0 0.1

質問番号

（２３）

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

Ｂ市町 14.6 28.3 33.3 23.6 0.1 0.1

滋賀県（公立） 11.3 25.2 36.5 26.7 0.0 0.2
全国（公立） 11.0 23.2 37.6 28.0 0.0 0.2

質問事項

調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，学習規律（私語をしない，話をしている人の方を向いて聞く，聞き手
に向かって話をする，授業開始のチャイムを守るなど）の維持を徹底しましたか

質問事項

家で，学校の授業の予習をしていますか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｂ市町

滋賀県（公立）

全国（公立）

1.よく行った 2．どちらかといえば，行った 3．あまり行っていない 4．全く行っていない その他，無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｂ市町

滋賀県（公立）

全国（公立）

1.している 2．どちらかといえば，している 3．あまりしていない 4．全くしていない その他 無回答

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ

平
均

正
答

率 している

どちらかといえば，している

あまりしていない

全くしていない
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（３）一人ひとりに応じたきめ細かな指導 
Ｃ市町（学校質問紙 中学校 53、児童生徒質問紙 中学校 62） 

 

クロス集計 「数学の勉強は好きですか」と各教科の平均正答率のクロス：全国（公立） 

 
 
 
 
  

質問番号

（５３）

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

Ｃ市町 83.3 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0

滋賀県（公立） 12.6 2.9 4.9 11.7 68.0 0.0
全国（公立） 17.2 5.5 7.2 10.7 59.1 0.2

質問番号

（６２）

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

Ｃ市町 30.0 30.2 25.7 14.0 0.0 0.0

滋賀県（公立） 26.1 27.9 24.2 21.4 0.0 0.4
全国（公立） 29.3 27.3 23.8 19.3 0.0 0.3

質問事項

調査対象学年の生徒に対して，数学の授業において，前年度に，習熟の遅いグループに対して少人数による指導
を行い，習得できるようにしましたか。

質問事項

数学の勉強は好きですか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｃ市町

滋賀県（公立）

全国（公立）

1.年間の授業のうち，おおよそ3/4以上で行った 2．年間の授業のうち，おおよそ1/2以上，3/4未満で行った

3．年間の授業のうち，おおよそ1/4以上，おおよそ1/2未満で行った 4．年間の授業のうち，おおよそ1/4未満で行った

5.行っていない その他，無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｃ市町

滋賀県（公立）

全国（公立）

1.当てはまる 2．どちらかといえば，当てはまる 3．あまり当てはまらない 4．当てはまらない その他 無回答

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ

平
均

正
答

率

当てはまる

どちらかといえば，当てはま

る

どちらかといえば，当てはま

らない

当てはまらない
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（４）主体的な学びとなる家庭学習を促すこと 
Ｄ市町（学校質問紙 小学校 86、児童生徒質問紙 小学校 24） 

 
クロス集計 「家で，学校の授業の復習をしていますか」と各教科の平均正答率のクロス：全国（公立） 

 
 
 
 
  

質問番号

（８６）

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

Ｄ市町 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0

滋賀県（公立） 16.6 57.2 25.8 0.4 0.0
全国（公立） 22.1 55.7 21.9 0.2 0.1

質問番号

（２４）

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

Ｄ市町 21.0 35.8 29.6 13.6 0.0 0.0

滋賀県（公立） 18.3 30.9 33.6 17.0 0.1 0.1
全国（公立） 21.9 32.1 31.1 14.9 0.1 0.0

質問事項

調査対象学年の児童に対して，前年度までに，家庭学習の取組として，調べたり文章を書いたりしてくる宿題を与え
ましたか（国語／算数共通）

質問事項

家で，学校の授業の復習をしていますか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｄ市町

滋賀県（公立）

全国（公立）

1.よく行った 2．どちらかといえば，行った 3．あまり行っていない 4．全く行っていない その他，無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｄ市町

滋賀県（公立）

全国（公立）

1.している 2．どちらかといえば，している 3．あまりしていない 4．全くしていない その他 無回答

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ

平
均

正
答

率 している

どちらかといえば，している

あまりしていない

全くしていない
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（５）教師間で課題を共有すること 
Ｅ市町（学校質問紙 小学校 89、91） 

 

クロス集計 
 「模擬授業や事例研究など，実践的な研修を行っていますか」と各教科の平均正答率のクロス：全国

（公立） 

 
  

質問番号

（８９）

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

Ｅ市町 64.7 29.4 5.9 0.0 0.0

滋賀県（公立） 48.9 45.0 6.1 0.0 0.0
全国（公立） 60.5 34.4 4.9 0.2 0.0

質問番号

（９１）

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

Ｅ市町 23.5 5.9 5.9 5.9 58.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

滋賀県（公立） 9.6 4.8 9.6 17.5 36.7 16.6 4.8 0.0 0.4 0.0
全国（公立） 24.0 6.1 8.2 11.7 19.0 17.9 11.5 1.5 0.1 0.2

質問事項

授業研究を伴う校内研修を前年度に何回実施しましたか

質問事項

模擬授業や事例研究など，実践的な研修を行っていますか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｅ市町

滋賀県（公立）

全国（公立）

1.よくしている 2．どちらかといえば，している 3．あまりしていない 4．全くしていない その他，無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｅ市町

滋賀県（公立）

全国（公立）

1.年間１５回以上 2．年間１３回から１４回 3．年間１１回から１２回 4．年間９回から１０回 5.年間７回から８回

6.年間５回から６回 7.年間３回から４回 8.年間１回から２回 9.全く実感していない その他・無回答

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ

平
均

正
答

率 よくしている

どちらかといえば，している

あまりしていない

全くしていない
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○ 学力向上を図る５つの視点からみた、学校の取組事例 

 
平均正答率の全国（公立）との差が、平成 25 年度から改善したり、児童生徒の学習状況が改善した

りした学校の中から、参考となる学校の取組事例を紹介する。（詳細別紙） 
 

（１）子どもが意見や考えを交流すること 
・根拠や理由を明確にして説明する子どもが増えた小学校の例（豊郷町立豊郷小学校） 
 
 
（２）学びの姿勢や態度につながること 
・見通しをもち、主体的に学習に取り組む子どもが増えた小学校の例（野洲市立北野小学校） 
 
 
（３）一人ひとりに応じたきめ細かな指導 
・一人ひとりに応じたきめ細かな指導を実践した中学校の例（高島市立マキノ中学校） 
 
 
（４）主体的な学びとなる家庭学習を促すこと 
・意欲的に授業に取り組むための家庭学習を進めた中学校の例（甲賀市立甲賀中学校） 
 
 
（５）教師間で課題を共有すること 
・学校全体で課題を共有し、共通の取組を通して、書く力を付けた小学校の例（長浜市立びわ南小学校） 

 



 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
○学校の特色 
 校内研究・校内研修の充実と活用 

 学力向上アプローチ事業をもとに校内研究に取り組み、全教職員が「できた、わかった
を実感できる授業」の創造と指導方法等の授業改善を図り、その取組を共有しながら確
かな学力の定着に努めています。 
 共通実践ができる組織 

 「学力向上委員会」に「授業実践部」と「家庭学習・学習環境部」を設け、「授業実践部」
では、なぜを問う授業づくりを追究し、「家庭学習・学習環境部」では、学習規律の一般
化、基礎・基本の定着を大切にした家庭学習の定着を図っています。  
※平成２５～２７年度   学力向上アプローチ事業（県教育委員会指定） 
※平成２５・２６年度    研究員研究「算数科教育に関する研究Ⅰ」研究協力校 
                                        （県総合教育センター） 

根拠や理由を明確にして説明する子どもが増えた小学校の例 

平成26年度全国学力・学習状況調査の結果における特徴 

学校名 豊郷町立豊郷小学校 

学級数 計  １４学級 

児童数     ２５４名 

○言葉や数、式を使って、わけや求め方などを書く問題がありました。どのように解答しましたか。 

普段の授業の中で
わけや求め方を書
く活動を多く取り入
れていることで、 最

後まで諦めず問題
を解く意欲や、書く
力が高まっている
ことがうかがえます。 

○学校の授業の復習をしている。 

学校での学習と家
庭での復習をつな
げることで、基礎・
基本の学力が身に
ついていることがう
かがわれます。 
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学力や学習状況の改善に寄与したと考えられる取組 

言葉、数、式、図などを関連付け、根拠を明確にして説明する授業実践 

○図や式を読み取って説明する活動を取り入れています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                

 

 

 

 

 
 

 

   
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

   算数の用語を適切に使い、自分の考えを伝える授業 

つまずきを予見し、手立て
として、自分の考えをまと
める際に、キーワードを示
します。 

根拠を明らかにした、数学的な解釈を促すことがで

き、考えを広げることにつながります。  

ペアで考えを交流し、分かり
やすい説明にするために何を、
どのような表現方法で書けば
よいか話し合います。 

○ 「メートル」「センチメートル」や「底辺」「高

さ」などの算数の用語を適切に用いた説明
ができるように促します。 

「こんな説明ができればいいな。」というモデルを教師がもっていると、
子どもの到達状況に応じてほめたり、つまずきに配慮した指導に生かした
りすることができます。 

「この図の考え方は分かるかな？」と発
問し、一方の情報だけを提示し、他者の
考えを解釈する活動を取り入れることで、
双方向から考えることができます。 

「パッと見てわかる
ように・・」 
理由や根拠を明確
に示す必然性をもた
せます。 
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○学力向上の取組 
 ・「自分の考えをもち、表現する力をはぐくむ～目的に沿って読む活動・目的をもって  
  書く活動を中心に～」をテーマに、国語科を中心に授業改善に取り組んでいます。  
   ・朝学習に「ことのはタイム」を位置付けて基礎技能の積み上げを図ったり、子どもの   
  興味をひく言葉のクイズや学習の成果物を積極的に掲示したりしています。 
  ・宿題の内容や量の見直し、「きたのっ子の勉強の仕方」「家庭学習の支援のポイン 
  ト」の配付・活用など、家庭と連携し、家庭学習の習慣化へ向けた取組を進めてい 
  ます。 

 ※平成２４年度  言語力アップ推進事業（県教育委員会指定） 

見通しをもち、主体的に学習に取り組む子どもが増えた小学校の例 

「学校の授業などで、自分の考えを他の人に説明したり、文章に書いたりすることは

難しいと思いますか」に「そう思う」と答えた児童の割合    

平成26年度全国学力・学習状況調査の結果における特徴 

16.1 

9.1 
15 

3.7 
0

10

20

国語Ｂ 算数Ｂ 

県平均 

北野小 

記述式問題に係る無解答率    
・国語・算数ともに記述式問題の無 
 解答率は、県平均より低くなって 
 います。無解答率が低くなった理 
 由として、普段の授業で記述する 
 ことを多く取り入れることで書くこと 
 に慣れ、書く意欲の向上につな 
 がっていることがうかがえます。 
 

学校名 野洲市立北野小学校 

学級数 計２２学級 

児童数 ４８８名 

※記述式問題 文章で理由などを答える問題。短い文章から100字程度まで 

学校の校舎 
（写真） 

25.9 24.4 26.9 26.1 24.3 22 

0

10

20

30

Ｈ２５ Ｈ２６ 

全国 

県 

本校 

・質問紙調査において，「学校の  
 授業などで自分の考えを他の人  
 に説明したり、文章を書いたりす 
 ることは難しい」と思う児童の割 
 合が全国より少なく，昨年度と比  
 べてもさらに減っていることから 
 本校では，この点が記述式問題 
 の無解答率に結び付いていると 
 考えられます。 

北野小 
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学力や学習状況の改善に寄与したと考えられる取組 

○単元の導入で、学習過程の見通しを示し、主体的に学ぶ意欲をもたせます。 
   

 

 

 

 

 

                

 
 
☆最初に学習の手順を示すことで、子ども自身に見通しをもたせ、毎時間の学習目  
  標や学習内容を意識させることにより、主体的に取り組む姿勢につなげることが 
   できるようになります。         

○校内の言語環境を整備し、普段から言葉にふれる機会を増やします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                               ☆畳語や回文、ダジャレ、折句な 
                                 ど、いろいろな言葉遊びを紹介 
                                し、普段から言葉の感覚を磨い 
                                たり、語彙を増やしたりすること 
                                ができるようになります 
                               ☆自分の表現に取り入れたり、生
きる                              かしたりすることで、表現する楽 
                                しさや成就感を味わえるように                            
せる。                            つなげます。  
                               ☆全職員で取組を進めることによ                      
                                 り、言葉で表現することへの意 
                                 欲向上につなげていきます。 

 

 

言葉の感覚を磨き、自分の表現につなげる環境づくりの工夫 

今日の学習の 
内容はこれだ！ 

ダ
ジ
ャ
レ
ぼ
し
ゅ
う 

折句で先生の名前を紹介 

畳
語 

（同
じ
言
葉
を
何
回
も
重
ね
た
言
葉
） 

回
文 

（逆
さ
か
ら
読
ん
で
も
通
じ
る
言
葉
） 

見通しをもち、主体的な学びを生む学習過程の提示 

こんな順序
で学習を進
めるよ！ 
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 他者との関わり合いを大切にし、一人ひとりに応じたきめ細かな指導を重視してい
ます。学習状況調査で、「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたり
している」と答えた生徒が全国平均より20ポイント以上高く、「授業の中で分からな

いことがあれば、教師に尋ねる」と答えた生徒の割合も高い傾向が見られます。わ
からないことをすぐに解決し、生徒が活発に話し合いながら学力を高めていること
がうかがえます。 
○質問紙調査より 
生徒の間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることができている 

 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
○学力向上の取組 
 小中一貫教育を柱にして、学び合いの機会を多く取り入れ、言語活動を充
実させた授業の実践を目指しています。生徒は授業の初めに、どの教科でも
１分間スピーチをします。内容は前の授業の要点や感想などを発表します。  

 また、合格するまで頑張る再テストなど、教科の学習においても、やりきる
指導をすることで生徒も「やればできる」という自信を持たせています。 
  

  

一人ひとりに応じたきめ細かな指導を実践した中学校の例 

平成26年度全国学力・学習状況調査の結果における特徴 

授業の中で分からないことがあったら，どうすることが多いですか。 

① その場で先生に尋ねる 

② 授業が終わってから先生に尋ねに行く 

③ 友達に尋ねる 

④ 家の人に尋ねる 

⑤ 学習塾の先生に尋ねる 

⑥ 自分で調べる 

⑦ そのままにしておく 

① 

① 

① 

② 

② 

② 

③ 

③ 

③ 

④ 

④ 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

マキノ中 

滋賀県 

全国 

① 

① 

① 

② 

② 

② 

③ 

③ 

③ 

④ 

④ 

④ 

⑤ 

⑤ 

⑤ 

⑥ 

⑥ 

⑥ 

⑦ 

⑦ 

⑦ 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

マキノ中 

滋賀県 

全国 

① そう思う 

② どちらかというとそう思う 

③ どちらかといえば，そう思わない 

④ そう思わない 

学校名 高島市立マキノ中学校 

学級数 計７学級 

生徒数 １４５名 
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様々な角度から生徒一人ひとりに関わる全校体制 

数学科における習熟度別少人数学習 

○教科の担当から 

 単語テストや単元
テストなどから生徒
の定着度を確認し
ます。定着していな
い生徒には昼休み
や放課後を利用し
て補充学習を実施
します。 

 ○学級担任から 

 生徒は帰りの会
に家庭学習の計画
を立てます。担任
の教師は、自主学
習ノートを点検し、
学習方法などをア
ドバイスします。 

○学年の担当から 

 定期テスト前には
日課を変更し、７時
間目を実施すること
で、学力の向上を
図ります。教師も教
室に入り、生徒の質
問に答えます。 

○部活の顧問から 

 夏休みなどの長期
休業中には、部活開
始前の1時間程度を
学習にあてます。 
  

 ◎全校体制で 

 生徒には全校体制で関わりま
す。一人ひとりに合わせた関わり
方を考え、個に応じた指導を考え
ます。 

学力や学習状況の改善に寄与したと考えられる取組 

生
徒
の
実
態
把
握 

 

・小
テ
ス
ト 

 

・授
業
の
様
子 

レ
デ
ィ
ネ
ス
テ
ス
ト 

 
 

 

＋ 

単
元
テ
ス
ト 

指
導
方
法
の
確
認 

 

・１
分
間
ス
ピ
ー
チ 

 

・交
流
場
面
の
設
定 

ベ
ー
シ
ッ
ク

コ
ー
ス 

 ベーシックコース 

基礎的・基本的な内
容の定着 

  
スタンダードコース 

基礎的・基本的な内
容を基にした演習 

マキノ中学校プラン 

教科書を
基本に 

生徒の実態把握のための話合い ホワイトボードを活用した話合い 

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

コ
ー
ス 
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○学力向上の取組 

  「主体的・意欲的に自分を高める」「思考力と発想力を育て工夫する力を高め  

 る」ことなどを目標に掲げ、授業における言語活動の工夫として、各教科での１ 
 分間スピーチやグループでの話し合いを通した考えの交流を充実させています。 
   また、学習に主体的に取り組む意欲を向上させる工夫として、家庭学習の習慣 
 を確立させる宿題や予習の習慣化を図る取組を進めています。 
    
   ※平成２４年度 言語力アップ推進事業（県教育委員会指定） 
   ※平成２６年度 言語活動スタートアップ事業（県教育委員会指定） 

意欲的に授業に取り組むための家庭学習を進めた中学校の例 

平成26年度全国学力・学習状況調査の結果における特徴 

家で，自分で計画を立てて勉強をしていますか   

国語Ｂの記述式問題に係る無解答率    
 国語Ｂの記述式問題の無解答率が今年度、全
国平均を大きく下回っています。 
※無解答率が低いということは、自分の考えをも  
  ち、書きあらわす意欲をもっている生徒が多いと 
    いうことだと考えられます。 
  また，質問紙調査においては，「家で，自分で計

画を立てて勉強をしている」生徒の割合が全国よ
り高く，本校では，この点も記述式問題の無解答
率の低さに結び付いているものと考えられます。 

学校名 甲賀市立甲賀中学校 

学級数 計１３学級 

生徒数 ３１０名 

※記述式問題 文章で答える問題。 
   短い文章から100字程度まで 

0

2

4

6

8

10

H25 H26

全国平均 

甲賀中 

15.2 

14.6 

12.5 

31.4 

29.8 

34.8 

37.4 

38 

33.9 

15.9 

17.4 

18.8 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全国 

滋賀県 

甲賀中 

当てはまる どちらかと言えば，当てはまる 

どちらかと言えば，当てはまらない 当てはまらない 
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○自分の考えをまとめるための予習を行い、授業で考えを交流し合います。 
   

 

 

 

              ☆予習として、文章や資料を読んで考えた       
                          ことをまとめてきます。 
                         ☆授業で交流する時間が十分確保されてい
とで、                       ることで、考えが深まります。                                           
                         ☆予習を通して授業への意欲が高まり、学           
                          習に主体的に取り組むことができます。 
                             
                             
                             
                    

学力や学習状況の改善に寄与したと考えられる取組 

考えを交流する授業と結びついた予習の取組 

文章の構成によって、読み手の意識を高め
る効果があるのだと思います。この文章で
は、はじめに・・・。 

わたしは、文章
に書かれている
ことをこう捉えま
した。 

○定期テストごとに、間違った理由を考え、自分の学習の仕方と併せて振り返る 
  取組を、３年間継続して行っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆「なぜ間違ったか」「学習の方法をどう工夫すればよいのか」を考えることで、自 
  分から進んで家庭学習に取り組む習慣を身に付けることができます。 

テストの間違いを振り返って学習する方法の指導 

間違ってしまった自分の答えを書く 

間
違
っ
た
問
題
の
問
題
文
を
書
き
写
す 

なぜ間違ったか、自分で分析し、理由考えて書く 

正しい答えを書き写す 

普段の授業での取組や家庭学習の方法を振り返り、
学習方法の改善点や改善方法を自分で考え、書く 
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○学校の特色 

  学校目標「豊かな創造力 広い心で 未来を切りひらくたくましい子」の実現に向
けて、学力向上策『あゆっ子プラン』を掲げ、“全ての基本は授業から“を合言葉に 

 ＰＤＣＡサイクルを生かしながら、○授業の改善 ○学習環境の改善 ○言語環境の
改善や表現力の育成を柱に取組を推進しています。 

 ※平成２５・２６年度 学力向上アプローチ事業 研究指定校（県教育委員会指定） 

 ※平成２５・２６年度 研究員研究 「国語科教育に関する研究Ⅰ」 研究協力校 
                                       （県総合教育センター） 

学校全体で課題を共有し、共通の取組を通して、書く力を付けた小学校の例 

平成26年度全国学力・学習状況調査の結果における特徴 

   

  

 ○児童質問紙より 

○記述式問題について 
＊自校採点後、自校の課題を全教職員で共有し、校内研究のテーマと絡めながら、具体
的な学力向上策の取組を進めています。夏季休業中には、向上策の見直しを行い、さら
に２学期の取組につなげています。 
  

＊「書く力」を付ける指導に重点をおき、ノート指導の充実を図るとともに書かせる指導を
多く取り入れたことにより、書くことにおける正答が増えました。 
 

＊昨年度にくらべ、全体を通して最後まであきらめずに解答を書こうとした子どもの割合
が増えました。書くことに慣れ、書く力が付いたことで自信が付き、意欲的に問題に取り
組もうとする姿がうかがえます。 
      

学校名 長浜市立びわ南小学校 

学級数 計１４学級 

児童数 ３０２名 

学校の校舎 
（写真） 

              

 「国語の問題について、解答を文章で書く問題がありましたが、どのように解答しました
か」という設問に対して、全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力したと答えた児童
の割合が伸びており、全国に比べても多くなりました。 

 学力向上アプローチ事業を受け、全校で表現力の向上に取り組んだ成果が、書くこ
とをいとわない子どもの育成に影響を与えたものと思われます。 
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学力や学習状況の改善に寄与したと考えられる取組 

書くことをいとわない子どもを育てる全校的な取組 

○振り返る場面において１００字で自分の考えを書く取組 
   

 

 

 

 

 

   
   

授業の中で「振り返る場面」を位置づけ（５分間）、
１００字のマス目プリントに自分の思いを書かせ
ます。教師はうまく表現している所を評価し、書く
意欲を促します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                         
 

 

 

言語環境を整え、｢言葉の力｣を高める組織的・継続的な取組 

 

教師も自らの指
導を振りかえる
ことができます。 
 

字数（１００字）を意識させることで、自分の思い
をどうすれば的確に伝えられるかを考え、言葉
や表現方法を選んで書くようになります。 

条件に合わせて、工夫して文章を書くことで、よ
りよい表現を見つけ、相手に伝える表現を意識
することができます。 

話し方・聞き方・ノートの取り方のルール作り 

教室に掲示することで、教師も子どもも「言葉のルール」を意識します。 

手本となるよいノートの展示 

（ノート展） 

異学年の児童のノートを目にすることは自

信とあこがれを持つことにつながります。 

「言葉のコーナー」の設置 

詩のクイズ 

川柳・俳句・ 

五行詩 

＊古典に親しむことで、日本語のもつ美しさに触

れます。＊全校児童が「題」に沿った折句や五行

詩を作って表現力を少しずつ向上させています。 

言葉の楽しさ

に触れます。 

“ノートの１０か条“を低・中・
高で示し、指導 

平成２５年度 ４回  
平成２６年度 ５回  
実施 
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